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- A trial estimation of frictional properties and afterslip process on the basis 
of aperiodicity off Kamaishi just after the 2011 Tohoku Earthquake- 
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釜石沖 (図１) では，再来間隔 (5.5 年) と規
















地震のすべり分布 [4] との関係． 
［共同研究成果］
















 プレート境界面では，速度・状態依存摩擦構成則 (aging-law と slip-law) [3] によって生
じる摩擦力と断層すべりに伴うせん断応力が準動的に釣り合っている条件を課すことで，
地震サイクルを再現した [4]．また，擬似的なすべり伝播を避けるため，周期境界条件は与
えておらず，計算領域の外側では，プレート収束速度 (Vpl = 9 cm/year) で動いているものと
する． 
 本研究では，東北大学サイバーサイエンスセンターとの共同研究によって開発された，
SX-9 向けに最適化された FFT の計算プログラムコードを使用した．これにより，約 5 年間
隔で発生する M4 クラスの地震と 50 年以上の時間間隔で発生する M7 クラスの地震が共存
する，高い時空間分解能を有する大規模シミュレーションを実施することが可能となった． 













る舞いをすることが知られているが，大小アスペリティの再来間隔 (Tr, tr) と規模 (Mw, mw) 
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  一方で，aging-law は，地震活動が一時的に頻発しており，規模についても通常と比べて
大きいもの(図４c①, d)だけでなく，小さいもの(図４c②③, e) も発生していることが分かる．
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